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  教育理念  

 本学は、創立者成瀬仁蔵の信念——「（第一）女子を人として教育する」（『女子教育』＊）——に基

づき、1901 年の建学以来、時代に先駆けて女子高等教育の道を切り拓いてきました。男女の不平

等が当たり前であった時代に、男女の平等を基本にした「人間」教育を女子教育の第一においたこ

とは画期的で、先入観や旧弊に囚われず、時代をリードする「婦人」「国民」としての自覚・矜持を促

すものでもありました。 

 本学は、女性の社会進出がむずかしかった時代から、さまざまな分野でパイオニアを輩出してきま

した。現在では女子総合大学として、家政学部、文学部、人間社会学部、理学部を擁しています。早

い時期から大学院も創設し、現在に至るまで多方面で活躍する卒業生を輩出し続けています。 

 卒業生たちが本学で身につけた三綱領「信念徹底」「自発創生」「共同奉仕」の精神と、学生一人一

人を見つめた本学のきめ細かな教育は、社会や家庭の中核を担う卒業生にとって、人生の支えに

なっています。 

 

三綱領  

「信念徹底」 － ⾃⼰を⾒つめ、信念を確⽴する 

⾃らを⾃覚し知ろうとする意志をもち、⾃らへの不断の問いか
けと知性を媒介として、⾃らのよるべき信念を探求する。三綱
領のうちで最も基本となる。 

「⾃発創⽣」 － ⾃発的な試みから独⾃性が⽣まれる 

⼈それぞれがもつ天賦の才を徹底的に探求し、その⼈ならで
はの独⾃性や固有性を涵養、開発する。⾃⼰の内にひそむ
未知なるものを確信することから始まり、「信念徹底」を模索
する過程において⽣まれる。 

「共同奉仕」 － 社会との交わりが⼈を成⻑させる 

社会の中での他者との関係において、個を確⽴し成⻑させ、
社会に必要な連帯と調和に寄与する。社会における知的、
精神的、⼈格的交流が重要となる。 
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学校法人日本女子大学は、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学、さらに通信教育課程、リカ

レント教育課程を擁し、「誰もが生涯を通して、学び成長し続けることができる社会を創る」という

ビジョンのもと、教育活動を行っております。この度、2014 年に策定した「学校法人日本女子大学

中・長期計画（2014 年度〜2023 年度）」の進捗状況を検証し、本計画の最終年度に向けた「アク

ションプラン 2021 年度〜2023 年度」を策定いたしました。最近の社会状況の変化は激しく、先

の見通せない状況が続いております。そのような中で、特に新型コロナウイルス感染症終息後の教

育体制の構築等、新たな課題も生じております。本学の教育理念のもと、中・長期計画の完遂に向

けて本アクションプランを遂行してまいります。 

学校法人日本女子大学 

理事長 今市 涼子 

１．学園全体の重点的なアクションプロジェクト  

１-1 広報改革 

（中・長期計画「５．管理運営（５）広報体制の充実」） 

アクションプラン 

１．学生、教職員のコミュニケーションを強化し、協働する広報組織体制を構築する。 

２．広報に資する学内情報を一極化する。 

３． ホームページを改善し、ソーシャル・メディアやオンライン・メディアを活用し、タイムリーな情報

発信と効果測定を強化する。 

４．発信するメッセージや媒体のイメージを統一・強化する。 

５．一般メディアやソーシャル・メディアを通じ継続的に情報を発信する。 

６．危機管理広報体制を強化する。 
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日本女子大学のペルソナ・ＰＲキーメッセージ２０２０ 

2021 年度創立 120 周年を迎えるにあたり、学園の現在と未来を示すものとして、ペルソナ及
び学園の活動を表すキーメッセージを作成いたしました。 

＊ペルソナとは 

学園のブランドイメージを反映した現在及び未来の目指す学園の活動（行動＝doing）を表したもの 

＊PR キーメッセージとは 

学園のブランドイメージを反映した、本学の現在及び未来の教育・研究活動について、伝えたいメッセージ。

学園の思想と行動の核になるメッセージ。 

 

＜ペルソナ及び PR キーメッセージ 2020＞ 

「新しい明日を共に創る」 

多様で非連続に変化する社会をタフに生き抜くために自分が変わり、日本を変え、世界を変え、
共に新しい未来を創り出すクリエイターを育てます。 

 

１． ペルソナ：新しい価値を生み出します 

キーメッセージ：既存の概念に挑んで、新たな価値を創り出します 

２． ペルソナ：生涯学び続けます 

キーメッセージ：生涯学び続けられる機会を支援し提供しています  

３． ペルソナ：地球的・国際的な視点で考えます 

キーメッセージ：地球的・国際的な視野を養える授業や取り組みが様々あります 

４． ペルソナ：人や地域との繋がりを力に変えます 

キーメッセージ：人や地域との繋がりを大切にし、共に成長する取り組みをしています 

５． ペルソナ：自然科学的思考を持っています 

キーメッセージ：自然科学的思考の人を育てています 

６． ペルソナ：言葉を磨き新たなストーリーを創造します 

キーメッセージ：言葉をより深く多角的に捉え、独創的な発想に活かします 
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１-2 財務改革 

（中・長期計画「６．財政計画」） 

アクションプラン 

１．収支改善の実施 

２０２０年度に見直した新たな「財政計画 2030」に基づき、次の改善方策を実施して２０
２１年度から 20２3 年度までの間、事業活動収支差額比率を毎年３%以上にする。  

①学納金増収 

②人件費改善 

③経費削減 

２．財政目標の実現 

次の項目について、２０２３年度に実現する。 

①人件費比率  56.2%以下 

②積立率     60.0%以上 

      ③総負債比率  15.6%以下 

３．適正な収支構造と収支構成比率の設定 

学納金、手数料、補助金、寄付金、附随事業などの収入と人件費、教育研究経費、管理経費、
施設設備関係などの支出状況を精査することにより、適正な収支構造および収支構成比率
を設定する。 

 

（注） 人件費比率=人件費÷経常収入  

積立率=運用資産÷要積立額 

総負債比率=総負債÷総資産 
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２．⼤学の重点的なアクションプロジェクト  

2-1 学部再編の実行 

（中・長期計画「1.重点実施項目 1-1 日本女子大学のすべての総合力を発揮した学生のための教
育改革」） 

アクションプラン 

1.国際文化学部（構想中）を２０23 年度に新設する。 

2.上記 1.以外の学部・学科について、2024 年度、2025 年度に向けた再編計画を、2021 年度

内に策定する。 

 

 

2-2 大学入学者選抜改革の推進 

（中・長期計画「2-3（３）学生受入方針（アドミッション・ポリシー）による適切な学生募集の展開」） 

アクションプラン 

1.学部・学科再編を見据えた新たな入試制度の導入を行う。 

2.先取り履修制度や春期セミナー等高大接続の拡充をはかる。 
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2-3 ICT を活用した遠隔授業の継続実施 

（中・長期計画（2-3 持続可能な質の高い教育・研究の実現（１）⑪情報通信技術（ICT）を活用した
教育の推進） 

アクションプラン 

1.遠隔授業の質を向上させるために、毎学期、授業科目ごとに学生による授業評価アンケートを実

施し、結果を教員にフィードバックするとともに全学的な解析を行う。 

2.優れた遠隔授業、I C T 技術の有効な使い方、遠隔授業補助員・支援方法などを紹介する F D

研修の機会を設ける。 

3.学生や教職員に対するアンケートをもとに、遠隔授業／対面授業、同時双方向／オンデマンドな

ど授業方法と学修効果の関係性を解析し、本学として遠隔（同時双方向・オンデマンド）及び対面

で行うべき授業をそれぞれ明らかにする。 

4. 日本女子大学に適したハイブリッド型授業モデルを構築し、それをもとに新たな時間割編成方

針を作成する。 

 

 

2-4 AI・データサイエンス・ICT 教育の充実 

（中・長期計画「2-1（２）教員の総合力を生かした基盤教育の充実 ③情報教育についての検討」） 

 

アクションプラン 

1. プログラム開始後の状況を踏まえ、継続的な科目の整備や制度の見直しを行うことで、認定プ

ログラムの全学的な履修を活性化させる。受講後の修了証発行者数について、各学年における総

学生数の２割以上を目指す。 
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2-5 新しい時代を生きる学生に向けたキャリア教育  

（中・長期計画「4-（２）女性の活躍を支援するキャリア教育」） 

アクションプラン 

1. 2021 年度から開講する「ダイバーシティとキャリア」「多様な働き方とキャリア」のように、時代

に即した授業科目を常に取り入れられるよう検討を続ける。 

  

2.JWU 女子高等教育センター、社会連携教育センターと連携し、社会人基礎力をはかるためのア

セスメントテストの結果に基づいたカリキュラム等の検証を行う。 
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2-6 グローバル施策の確実な実行 

（中・長期計画「1.重点実施項目 1-1（３）国際化社会に向けた対応の検討」） 

 

アクションプラン 

1.2023 年度の国際文化学部（構想中・仮称）の開設を軸に、留学学生の派遣に重点を置いた施策

を進める。海外短期研修（新学部の導入研修を含む）のバラエティーを、遠隔を含め 20 コース以

上に拡大し、参加人数を 400 名まで増やす。交換可能な協定大学をさらに 6 校増やし、交換・協

定留学する学生数を 20 名まで増加させる。 

２.TOEFL 運営団体である CIEE と協力して、国際交流課主催の TOEFL iBT 準備プログラムを

改善し、留学を目指す学生の語学力向上を支援する。 

３．留学学生及び留学生の経済的支援の強化のために、国際化のための寄付制度を見直して再構

築し、留学奨学金を拡充する。 

４．高大接続として、本学に入学が決まった学生で留学を目指す者には、入学前から語学学習の機

会を提供する。 

５．高い語学スコアを保持している受験生を獲得できるよう、総合型入試の内容を検討し、グローバ

ルな学びを目指す学生の獲得に努める。 

６．英語で受講できる科目の数を倍増させ、交換留学生の受け入れも 20 名に増やす。 

７．学内の国際化を支える事務組織を強化するため、３年後には組織体としての「国際交流センタ

ー」(仮称)を立ち上げ、国際交流全般にわたる業務を統括する。 
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2-7 学部横断、文理融合の独創的な教育・研究の推進と、新たな研究分野の創設 

（中・長期計画「2-3 持続可能な質の高い教育・研究の実現」） 

アクションプラン 

1.学部横断型又は文理融合型のプラットフォーム作成のために、附置研究所及びセンター等の整理

を行い、研究機構等として整備する。 

2.プラットフォーム等において、研究論文等の外部への積極的な発信を行う。 

 

 

 

2-8 学生情報の一元化による在学中の学生支援の強化 

（中・長期計画「2-3（４）学生支援（学修支援、生活支援、進路支援、留学支援など）の充実」） 

アクションプラン 

1.学務部、学生生活部それぞれが管理している学生情報を集約し、関連する教職員が閲覧可能なシ

ステムを構築する。 

2.1.により、学生の学修及び学生生活状況を客観的にトータルで把握し、きめ細かい個別支援の強

化をはかり、在学中の学生の成長を促進する。 

3.データには現れない情報に関しても、部署の垣根を超え情報交換できる体制を整える。 

４．上記の実施に対しては、閲覧制限等、個人情報保護に最大限の配慮を行う。 
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2-9 トランスジェンダー学生（女性）受け入れ等、学園全体でダイバーシティに関する理解を深める 

（中・長期計画「2-3（４）学生支援（学修支援、生活支援、進路支援、留学支援など）の充実）⑦トラン
ス女性の学生の受け入れ態勢の検討・整備」） 

 

アクションプラン 

1. 学生及び教職員向けの講演や研修を実施しリアクションを集約するとともに、異なる見解同士

の対話の場を設定する。 

2. 啓発活動及び対話（集会）を通して明らかになる事項に関して、随時学園内諸制度の見直しを行

うとともに、ガイドラインやマニュアルの更新作業を進める。 

３．今日の社会における女子大の使命についてさらに言語化するための理論的検討を行う。 

 

 

３．⼀貫教育の重点的なアクションプロジェクト  

（中・長期計画「４一貫教育、生涯教育計画」） 

 

アクションプラン 

１．学園一貫教育研究集会において、大学教員及び附属校園教諭並びに事務職員が一体となるワー

クショップを開催や、附属校園運営委員会での定期的な協議により、一貫教育のあり方を浸透さ

せ、各校園の教育プログラムに反映させる。 

２．大学および各附属校園間において縦断的にＦＤ活動を実施する。 

３．1.2 の成果を経て、各附属校園のホームページを刷新し、本学の一貫教育を積極的に発信する。 
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４．⽣涯教育改⾰の重点的なアクションプロジェクト  

４-１通信教育課程 

（中・長期計画「２-３持続可能な質の高い教育・研究の実現（５）」） 

アクションプラン 

１． 全学から科目を提供し、資格取得につながる新たなプログラムを開発する。 

２． 遠隔授業と学生支援を効率的に展開するためのＩＣＴ環境を整備する。 

 

 

４-２リカレント教育課程 

（中長期計画「４.一貫教育、生涯教育計画（３）」） 

アクションプラン 

１．現行の年間プログラム「再就職のためのキャリアアップコース」に加え、就業中の女性を対象とし

た 60 時間プログラム「女性のためのライフロングキャリアデザインコース」を週末・夜間に遠隔配

信で開講し、女性のキャリア支援カリキュラムの充実を図る。 

２．文部科学省委託事業として、実務家教員養成事業への協力を継続するとともに、「女性のための

リカレント教育推進協議会」の活動により公的機関・協力団体・企業との連携の拡大に努める。 

 

４-３ 公開講座 

（中長期計画「４.一貫教育、生涯教育計画（３）」） 

アクションプラン 

１．学生向けキャリア支援講座について、語学・資格のレベル別開講により講座数を 20％増やす。 

２．割引制度や周年事業に合わせた本学歴史講座の遠隔配信により、卒業生の学びや繋がりを桜楓

会との連携を通して支援する。 

３.アクティブラーニングを活用した受講生参加型の講座企画に取り組む。 
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５．キャンパス環境整備の重点的なアクションプロジェクト  

（中・長期計画「３．教育研究環境の整備計画」） 

アクションプラン 

１．西生田キャンパスの農業体験学習用地は引き続き附属校園の実物教育の場として運用する。 

２．2021 年度より、旧人間社会学部の一部校舎をレンタル研究室として運用を開始するが、運用

状況を確認した上で課題を整理し、将来展望を作成する。 

３．旧人間社会学部の校舎跡地に、SDGｓの取り組みの一つとして太陽光発電施設の設置を目指

す。 

４．目白キャンパスの施設、及び敷地の有効活用について検討する。 

 

６．社会貢献に関する重点的なアクションプロジェクト  

6-1 日本女子大学 SDGs 宣言（2020 年 3 月 4 日）に基づく取り組み及び発信の実行 

（3.（２）③地域連携・社会貢献型教育研究の促進） 

アクションプラン 

1.附属校園を含めた学校法人全体の推進体制及び、社会への発信方法を構築する。 

2.従来取り組んでいる活動及び成果について集約し、2023 年度までに 30 件以上発信する。 

 

6-2 学生の正課外活動・自主活動支援体制の充実 

（4-（１）③地域連携・社会貢献型教育研究の促進 

アクションプラン 

1.学生にとって利用しやすく、また豊かな行動力・実践力を身に着けた学生を育成する場の提供と

なるよう、学生を含めた運営組織をつくるなど、運用面での体制を整える。 

2.活動の成果を広く社会に対しても発信する。2023 年度までに 30 件以上の発信を目指す。 


